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事 業 概 略 

 
 

認知症国家戦略の国際動向とそれに基づくサービスモデルの国際比較研究事業 
 

公益財団法人東京都医学総合研究所 事業概略書 
 
 
 
 

人口高齢化にともなう認知症高齢者の増加に際し、近年、先進各国では認知症対策を

社会保障政策の最優先課題の一つと位置付け、包括的な国家戦略（認知症国家戦略）を

策定し、制度やサービス改革を積極的に推進している。各国が打ち出す認知症国家戦略、

それに基づく制度やサービスの改善、当事者・ケアラーを支える地域実践推進等の仕組

みについて最新の情報を把握し、今後の我が国の認知症政策への示唆を得ることを目的

とする。 
 
 
 

本事業では、認知症に関する包括的な国家戦略を打ち出し、すでに関連施策を推進し

ている国々、具体的にはイギリス、フランス、オーストラリア、デンマーク、オランダ、

スウェーデンを調査対象国と定め、(I) 政策文書等による国家戦略の基本的枠組みの確

認、(II) 現地調査、(III) 認知症国家戦略の策定・推進に関わる各国責任者等を招聘者し

た国際政策シンポジウムの開催、以上 3 つの課題の達成により各国認知症国家戦略の最

新かつ包括的な情報を収集し、認知症政策の国際動向を正確に把握することを目指した。  
 

 具体的には、H24 年 8 月に初回研究者会議を開催し、各国の認知症国家戦略の情報を

収集・分析する分担体制を決定。同時に H25 年 1 月末開催の認知症国際政策シンポジ

ウムの準備に着手。WHO や ADI の支援を得て各国認知症政策担当者との連携を開始。

H24 年 11 月初旬には、オランダ、フランス、イギリスの現地調査、翌 12 月初旬にはス

ウェーデンの現地調査を実施。この間 H24 年 11 月末に来日中のデンマーク認知症ケア

実践者らの協力を得てヒアリング調査を実施している。H25 年 1 月 29 日には 5 ヵ国よ

り 7 名の各国政策関係者を招聘し、東京九段にて「認知症国際政策シンポジウム」を開

催。医療・介護・自治体・研究の分野から約 300 名が参加。翌日 H25 年 1 月 30 日には、
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